
今年も７月２日（日）に地元の内高松子ども会より七夕飾りが届きました。 

当院開設の翌年１９６７年（昭和４２年）から５０年にわたり毎年手作りの

七夕飾りを寄贈
きぞう

していただいています。 

高さ約３メートルの笹に病気の回復の願いを込めて完成させたとのことで、

子ども会の子ども代表者６名（作成は、１７名による）に贈
おく

っていただきまし

た。 

子ども会の代表者で高松小学校６年の碓井
うすい

亜美
あ み

さん、同６年の諸江
もろえ

紗和
さ わ

さん、

同６年の真田
さなだ

万央
ま お

さんの３名が「心を込めてみんなで作りました。ぜひ、飾り

付けを見てください。みなさん、早く元気になってください。」と励
はげ

ましの言葉

を贈
おく

ると、出迎
でむか

えた患者さんたちは「ありがとうございます。」と笑顔で応じ、

お礼として患者さんが作成したボンボン手芸の作品を子どもたちに贈
おく

り、笑顔

の輪が広がりました。 

温かい気持ちのこもった七夕飾りを本当に 

ありがとうございました。 

 皆さんの願いがかなうといいですね。 


